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次代に生き残るホテル経営・運営戦略次代に生き残るホテル経営・運営戦略
――――レジャーホテル経営者・利用者アンケート分析レジャーホテル経営者・利用者アンケート分析

特 集
Ⅱ

 レジャーホテル経営者アンケート調査 レジャーホテル経営者アンケート調査

レジャーホテル経営者
「アンケート調査仕様」

調 査 内 容●レジャーホテルの経営・運営に関する最新動向調査
調 査 対 象●全国のレジャーホテル経営者
調 査 方 法●郵送法
調 査 期 間●2023年8月21日～9月28日
サンプル数●有効回答数48

Aー図表1　地域別内訳（%）（N＝48）

北海道
東　北
北信越
東　京
千葉・埼玉・神奈川
その他関東
東　海
近　畿
中国・四国
九州・沖縄

10.6
10.6
8.5
19.1
10.6
10.6
8.5
8.5
4.3
8.5

Aー図表2　ホテルの内容（N＝48）

新法
ホテル
４号営業
ホテル

65.4%

34.6%

4号営業ホテル

Aー図表3　立地（N＝47）

繁華街
郊外
インターチェンジ
隣接地 

28.8%

42.3%

28.8%

郊外

Aー図表4　客室数（N＝46）

10室以下
11～15室
16～20室
21～25室
26～30室
31～35室
36～40室
41室以上 13.0

4.3
8.7
8.7

19.6
26.1

10.9
8.7

0 10 20 30 40
（%）

全体の平均：38.6室

Aー図表5　ホテルの形態（N＝44）

戸建て
連棟式
ビル型

57.7% 32.7%

9.6%

ビル型

10％以上の増加
5～10%未満の増加
1～5%未満の増加
変化なし
1～5%未満の減少
5～10%未満の減少
10～15%未満の減少
15～20%未満の減少
20％以上の減少

Aー図表６　2022年度（2022年4月～2023年3月）
　　　　　の売上げ状況（N＝46）

0.0%

11.1%

4.4%

20.0%

20.0%

26.7%

15.6%

5～10％未満の増加

0.0%

2.2%

Aー図表７　2022年度（2022年4月～2023年3月）の売上げ状況および経年比較

31.4% 6.0% 62.7%2020年度

年度 増加 変化なし 減少

2021年度 45.3% 9.5% 45.3%
2022年度 62.3% 11.1% 26.6%

2016年度 41.9% 11.3% 46.8%
2017年度 38.6% 6.7% 54.6%
2018年度 38.4% 12.8% 48.8%
2019年度 28.1% 8.8% 63.2%

2015年度 49.4% 9.9% 40.8%
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Aー図表８　平均組単価（N＝29）

5,000円未満
5,000～6,000円未満
6,000～7,000円未満
7,000～8,000円未満
8,000～9,000円未満
9,000～10,000円未満
10,000～11,000円未満

11,000円以上 0.0

0 10 20 4030
（%）

全体の平均：6,346円

25.0
21.4

17.9
10.7

3.6
3.6

17.9

0 10 20 4030
Aー図表９　1か月１室当たりの売上げ（N＝39）

30万円未満
30～40万円未満
40～50万円未満
50～60万円未満
60～70万円未満
70～80万円未満
80～90万円未満
90～100万円未満

 100万円以上
2.7

0.0

5.3

2.7

7.6
13.2

31.6
23.7

13.2

（%）

全体の平均：43万6,924円

（N＝26）Aー図表10　1か月１室当たりの利用組数

30組未満
30～44組未満
45～59組未満
60～74組未満
75～89組未満
90～104組未満
105～119組未満
120～134組未満
135～149組未満

150組以上

0.0

0.0
0.0

0.0

11.1
22.2

27.8
22.2

11.1
5.6

0 10 20 4030
（%）

全体の平均：65.0組

年度 売上げ（室／月） 組数（室／月） 客単価
Aー図表11　レジャーホテル経年実績推移

※売上げ、組数、客単価の数値はそれぞれの回答を集計した平均値。
　そのため、組数×客単価は必ずしも売上げとは一致しない。

2021年度 44万2,859円 6,233円66.1組
2022年度 43万6,924円 6,346円６5.0組

2020年度 47万2,729円 6,646円72.1組

2015年度 5,977円43万8,985円 66.5組
2016年度 5,672円41万6,924円 66.2組
2017年度 5,792円39万3,714円 69.8組
2018年度 5,874円42万3,715円 70.6組
2019年度 6,222円43万6,288円 67.3組

10%未満
10～15% 未満
15～20% 未満
20～25% 未満
25～30% 未満
30%以上

Aー図表12　人件費率（N＝29）

41.4%

24.1%

3.4％

31.0％

0.0%

30％以上

0.0%

全体の平均：34.2％

800円台
900～950円未満
950～1,000円未満
1,000～1,100円未満
1,100～1,200円未満
1,200円以上

Aー図表13　募集時の最低時給（N＝28）

29.2%
12.5%

12.5％
29.2％

8.3％8.3％

1,000～1,100円未満 900～950円未満

20%未満
20～40% 未満
40～60% 未満
60%以上

Aー図表14　営業利益率（N＝21）

4.8%

［（総売上げー経費）÷総売上げ×100］
　の計算式で算出

47.6%

33.3%

14.3%

20％未満

全体の平均：21.2％

Aー図表15　今後のリニューアル（改装・改築）について
　　　　　（N＝47／複数回答）

売上げ増加施設

変化なし施設

売上げ減少施設

全体
42.6

17.9

29.8
42.6

57.1

83.38.3
16.7

80.00.0

46.4

20.0

今後、リニューアルをする予定最近、リニューアルをした
リニューアルをする予定はない

0 20 30 40 605010 70 80 90
（％）
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Aー図表16　リニューアル内容（N＝26／複数回答）

設備機器の導入・入替え 23.1

駐車場など利用客動線の改善 11.5

数室のみ 46.2

予約システムの導入 3.8

キャッシュレス対応 3.8

その他 7.7

全面リニューアル 23.1

浴槽・浴室関連 19.2

0 10 20 40 50 60 807030
（%）

外観変更 23.1

省力・省人化関連設備の導入 3.8

自動精算機の入替え 34.6

壁紙・インテリア等の内装 46.2

スタッフ動線・休憩室などの整備 11.5

ボイラーなどバックヤード設備関連 3.8

（N＝23／複数回答）
客室内

Aー図表17　リニューアルの際に導入・入替えた設備・機器

0 10 20 40 70 80 90605030
（%）

VODシステム関連 26.1

プロジェクター 13.0

客室精算機 34.8

節電・省エネ設備 13.0

美容・美顔器・保湿器 8.7

大型テレビ 39.1

インテリア・家具 52.2

飲食オーダリングシステム 21.7

空気清浄機 8.7

除菌・抗菌アイテム 4.3

カラオケ 34.8

クロームキャスト 39.1

コスプレ衣装 8.7

SM関連アイテム 4.3

アメニティの充実 21.7

マッサージチェア 13.1

各種アミューズメント 13.0

その他 4.3

（N＝11／複数回答）
コンピュータ・弱電システム関連
Aー図表18　リニューアルの際に導入・入替えた設備・機器

0 10 20 40 5030
（%）

予約システム 9.1

インバウンド多言語対応 9.1

キャッシュレス対応 27.3

フロントコンピュータ 27.3

客室管理／ポイントシステム 27.3

カラオケ・ゲーム機など
集中管理システム 9.1

フロント精算機 36.4

（N＝16／複数回答）
浴室関連

Aー図表19　リニューアルの際に導入・入替えた設備・機器

0 10 20 40 80 90 10070605030
（%）

各種サウナ 56.3

露天風呂 37.5

シャワーヘッド 31.3

アメニティグッズ 18.8

ジェット・ブローバス 62.5

水中照明 43.8

浴室TV 50.0

（N＝14／複数回答）
外観関連

Aー図表20　リニューアルの際に導入・入替えた設備・機器

駐車場の整備 35.7

演出用オブジェ 14.3

動線変更 21.4

0 10 20 40 50 60 70 80 90 10030
（%）

塔屋看板 54.3

21.4LED・演出照明

92.9
外観塗替え

62　レジャーホテル　No.143



LH143� P63

５％未満の増加
5～10%未満の増加
10%以上の増加
変化なし
5%未満の減少
5～10%未満の減少
10～15%未満の減少
15～20%未満の減少
20～25%未満の増加
25～30%未満の増加
30～35%未満の減少
35～40%未満の減少
45～50%未満の減少
50％以上の減少

Aー図表21　昨年度との売上げ比較（N＝46）

28.3%

4.3%

2.2%

0.0%

13.0%

8.7%
28.3%

15.2%

5～10％未満の増加

5％未満の増加

0.0%
0.0%
0.0%

0.0%
0.0%
0.0%

Aー図表22　今年度の売上げ見通し（N＝47）

10%以上の伸び 微増（5%未満の伸び） ほぼ横バイ5～10%の伸び
微減（5%未満の減少） 5～10%未満の減少

全体

売上増加
ホテル

横バイ
ホテル

売上減少
ホテル

8.5

10.7

31.9 21.3 12.810.6 14.9

3.646.4 25.0 10.7 3.6

20.0 40.0 40.0

8.3 8.3 16.7 25.0 41.7

（％）

ほぼ横ばい 微減（５％未満の減少）

５～10％の伸び

５～10％未満の減少

５～10％の伸び

すでに対応を終えた
これから取り組む・
または取り組み中
いまだ検討中
その他

Aー図表23　新紙幣への対応（N＝46）

4.3%
21.7%

30.4%
43.5%

いまだ検討中

Aー図表24　新紙幣への具体的な取組み（N＝36／複数回答）

新システムの導入 2.8

0 10 20 40 50 60 807030
（%）

客室精算機から
フロント精算機への変更 27.8

スタッフによる集金
またはフロントでの集金 25.0

全室の客室精算機の入替え 61.1

Aー図表25　現状のコストアップへの取組み（N＝45／複数回答）

0 10 20 40 8070605030
（%）

スタッフのレベルアップに
向けた教育の充実 22.2

「ワンオペ」など
運営面の効率化 35.6

稼動率重視から
客単価重視への展開 31.1

アメニティ・リネンなどの
質・量の見直し 31.1

バックヤードなどの
節電の取組み 28.9

水道光熱費など
契約内容の見直し 40.0

仕入れに際しての
相見積もりの徹底 40.0

スタッフシフトの見直し 53.3

その他 4.4

省エネ関連設備の活用 11.1

省人関連設備の活用 6.7

在庫管理の徹底 48.9

Aー図表26　高コスト対策としての
　　　　　 料金値上げの実施（N＝46）

値上げした
今後、値上げを
する予定
値上げをする
予定はない

26.1%

19.6%

54.3%

値上げした

1％
３％
5％
7％
8％
9％
10％

Aー図表27　値上げ率（N＝28）

35.0%

5.0%
15.0%

10.0%

20.0%

10.0%
5.0%

10％
平均：7.2％
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Aー図表28　客単価アップに向けた取組み（N＝43／複数回答）

0 10 20 40 8070605030
（%）

予約システムの活用 16.3

飲食の充実 23.3

その他 4.7

料金の値上げ 55.8

「VIPルーム」などの
高単価ルームの開設 7.0

「女子会」需要の拡大 11.6

カラオケなど遊びの
設備の充実 23.3

宿泊重視の運営へのシフト 27.9

リニューアル 45.5

Aー図表29　ターゲットとして注力する利用者層（N＝44／複数回答）

0 10 20 40 100908070605030
（%）

ビジネス客 25.0

リモートワーク 6.8

あくまでもカップル客
90.9

シニア客 43.2

若者客 25.0

外国人観光客 29.5

女子会 40.9

旅行客 45.5

Aー図表30　今後の出店戦略（N＝30／複数回答）

0 10 20 40 100908070605030
（%）

新築オープン 3.3

中古ホテルを取得し
リニューアルオープン 100.0
ビジネスホテルなどの
リニューアルオープン 10.0

商業ビルなどからの
業態転換 3.3
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